



















































































な総称としてのそれであり、例えば「歌舞伎 などの文化は、現代においても中高年を中心に、また一部若者にも享受されているし、それが生まれた時代 おい は明らかに「ポピュラー・カルチャー」だったとはいえ、今日的な意味での「ポピュラー・カルチャー研究」という 普通は想定されないだろうか 一応除外する、ということになる︒とすると、百年前はとんがったチャー」だったけれども今ではむしろ「伝統文化」 カテゴライズされるような「過去」の流行文化ではなく、十年前や十年後がどうであるかは判ら いにしても、いまそこにある問題意識として昨日も、一年前も、そして明日も、一年後も「旬の話題」とし 認識されている ろうような事象を研究対象とした「ポピュラー・カルチャー研究」の動向とい から 「 日」という地点断絶感のある「過去」 「未来」ではなく、 「今日」との連続性が前提
となる「昨日」 「明日」の方が相応しいと思うのである︒　
もう少し違った視点で考えるならば、筆者がまだ学生だった三十
年以上前の「過去」には研究の対象とはとても見做されなかったような領域でも、今では立派な 対象となり、博士論文のテーマとしても認められるようになった領域というものがある訳で、そ こそがここでいうところ 日本のポピュラー・カルチャー」ということである︒例えば一九六四年六月公開のイタリア映画に﹃昨日・今日・明日』とい 作品があ ︒
――
三十年前であれば、同作品の
監督であるビットリオ・デ・シーカ いうイタリア映画界の巨匠ついてであれば映画作家研究として論文 テーマとなり得ただろうが、 ﹃昨日・今日・明日』と 自体は作品分析 対象としては不適格と見做されていただろう なぜな ば、この作品は艶笑コメディであり、妻が投獄されるのを避けるために次から次へと妊娠・出産させる男を描いたエピソードなどを扱っているからである︒臨月姿の
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ソフィア・ローレンの立ち姿に「スタミナに敬礼！」のコ
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二〇〇二年に刊行されているが、このプロジェクトも「日本のポピュラー・カルチャー」についての国際的な研究の枠組みを提示した試みとして重要で、ま 収録された個々の論考の相互の関連性は高いとは言えずそれぞれの筆者の専門分野に特化したものではあるものの、付録として収録さ た「韓国若者の日本キャラクター意識と対日イメージ形成」 「韓国若者 テレビアニメ意識と対日イメジ形成」のデータは、後続の研究者たちにとって 有益な情報ソースとなり得た貴重な成果だったと言えよう︒　
また、 「日本のポピュラー・カルチャー」についての個々の研究
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個々の研究者同士の新たなる連携の枠組みに繫がってくるケースが多いのだが、例えば日文研共同研究会山田班のメンバーだった北京外国語大学の呉咏梅は、二〇〇七年に同大学で開催された国際シンポジウム「二十一世紀における北東アジアの日本研究」の分科会として「東アジア地域における日本ポピュラー・カルチャー というパネルを企画し、ここにやはり山田班にいた谷川建司と、香港大学の王向華が参加したことで、こ 三人で新たな枠組みで 「日本のポピュラー・カルチャー」についての国際共同研究を香港大学で行っていくことになり、二〇〇八年三月にその第一回目の試 として
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ラー・カルチャー」に関するものであっても、トピックによってその研究の蓄積の多寡にはかなり差があり、元々少なくとも欧米においては独立した学問分野としての蓄積を有する「映画」に関する研究や、とりわけ海外の研究者の関心が高い分野 るマンガ／アニメについての研究成果は量も く、また早い段階から多く刊行されているのに対し 、ファッションや建築、Ｊポップ、食玩 メイド喫茶、ＡＶアイドルなどといっ ニッ なジャンルになると、当然ながら量・質とも まだまだ層が薄い︒　
マンガ／アニメに関する研究書はそれこそ百花繚乱で、個別の作
























































































































特集   日本研究の過去・現在・未来









































同研究からの一〇年」を開催し、この一〇年間のテレビＣＭ研究でどのようなことが明らかとなってきて、何がまだ不足しているのかを整理している︒こうした長いスパンでの特定分野の研究への取り組みという は簡単なよ でい なかなか難しいことだが、 「日本のポピュラー・カルチャー」研究のよう 比較的歴史 浅い、また先行研究の蓄積も少ない分野であればあるほど、単に物珍しいトピックで論文を発表してあとは知らんぷりとい のではなく 絶え間ない自己検証の積 重ねによってのみ研究分野としての成熟が期しうるのだということ 意識すべきであろう︒　
その上で、最後に今一度「日本のポピュラー・カルチャー」研究
の「明日」へ向けて何が必要なのかについ 整理して るならば、およそ次のような点が指摘できるだろう︒まず、マンガ／アニメ、あるいは映画研究にしてもそうなのだが、作家論や作品論 よう作品の作り手
（クリエーター）
を絶対視した表象文化論的なアプロー
チだけでなく、① れらの作品が生み出され、世 中に流通 受容されていくプロセス全体に目配せして、その様々な場面で関わっている人たちにフォーカ した論考を積み重ねて く必要性、②産業論的なアプローチ、表現の自由と規制の問題、国家戦略と 関わりなど、違った角度からポピュラー・カルチャーを捉える必要性そして、③個々の領域のポピュラ ・カルチャー研究を志向する研
究者が共通して利用できる一次資料のデータベース化の促進、といった点 指摘できよう︒　
いささか手前味噌だが、映画研究においてこの三つのうちの①と









ラー・カルチャー研究の昨 ・今日・明日」が書かれるとき それが二〇一六年時点でのも とどう変わってくるのか、期待を込めて今後もこの分野の研究に関わって きたいと思う︒
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3） 」 （景観、景観イメージ、都市計画） ﹃学術講
演梗概集
　
Ｆ―
1都市計画、建築経済・住宅問題』日本建築学会、
二〇〇五年︒
